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1 ． は じめ に

　南方 上 座仏教 に は 業処説ω が あ る 。 四 十業処説  
の 初 出 は 注釈書 時代 の

Ztrstiddhimagga（清浄道論）で あ り， そ の 中に 十遍 （dasa−kasipa）が あ る
。 十

遍 の 第九 の 項 目に は光明 遍 が あ る 。 本稿 で は 光 明遍 の 展開 に つ い て 述 べ る 。

2 ． 光明 遍 の 概要

　光 明遍 とは 光 ま た は光 明 を対象 と して ， それ に 集中 し心 を統一
す る修行法

で あ る 。

　壁 の 孔 や葉の 茂 る樹な どの 問か らの 日光又 は月光が 漏れ て 地上 に 円形 の 生

起 した 自然 の 遍 と， 灯 光 な どを利 用 して 壁 に光明 の 円形 を作 っ た 人為 の 遍 と

が 光明 遍 （3）の 対象 で あ る 。

　こ の 遍 を 光明 の 曼陀羅 （円相） と して
，

「obhaso （光），
obhaso 」 又 は 「

五loko

（光明）， aloko」 と念 じて 修 習す る と自由 に そ の 影像 が 心 の 中 に 現 れ て く

る 。
こ れ を取 相 （uggaha −nimitta ）が 生 じた とい う。 そ の 後 は 自己 に 適 し

た 場 に 入 っ て 修習す る
。 取相 を 思 い 浮 か べ て

， 次第 に諸蓋 （4）は鎮 伏 し， 諸

煩 悩 は 止 息 し て ， 近 行 定 （upac …ira−samfidhi ） の 状 態 と な る と 初 め て 似 相

（pa1ibhaga−nimitta ）が 生起す る 。 似 相 は 厚 い 浄 らか な光明 の 集 りの よ うで あ

る
。

　似相 を保 ち続 け る こ とに 精進 す れ ば
，

っ い に 安止定 （appan ヨーsamadhi ）が

得 られ て ， 初禅 の 状 態に な り， 五 自在 （5＞（paiicavasi） の修 習 を熟練 して ， 第

二 禅 ， 第三 禅 ，
四 禅説 の 第四 禅 （又 は五禅説 の 第五禅 ）が 得 られ る 。
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3． 光明遍 の歴史的経緯 （六時代区分（6））

　 Vis．の 十遍 に は 「光明遍」 が含 まれ て い る が ，
パ ー リ聖典 の 最初期 の 段階

に は こ れ が含 まれ て い たわ けで はな か っ た 。 こ れが 含 まれ た の に は次 の よ う

な経緯が ある （図 A に 参照）。

  NikEya 時代 ：地 ・水 ・火 ・風 ・青 ・黄 ・赤 ・白 ・空 ・識 の 十遍 と して 見

　出され て い る ω が， 光明遍 と言 う語 は見 出さ れ ない
。

　　 遍 の 修行 は 地 ・水 な どを対象 とし，遍 を上 に
， 下 に

， 横 に
， 全体に

， 無

　 量 に想念す る 。

  経 と 論 と の 中間 時代 ： Nikaya 時 代 と 同 様 な 十遍 〔8）が あ る 。

一 方

　Patisa，　mbhidiirnagga （無礙解道 ）中 に 十 遍 か ら空 と識 が 除 か れ た 八 定

　（attha ・sam ・adhi） として 見出され て い る （9）
。 同

一
経典中に十遍 と八 定が見 出

　 され て い る 。

  阿毘達 磨 （Abhidhamma ）時代 ：Dhamrnasafigarpi（法集 論 ）中 に 初 め て 色

　の 修行法の 八 遍 （a ！tha−kasipa） と言 う語が 見 出さ れ る （10）
。 そ の 内容 は Pts．

　の 八 定 と 同様 で あ る 。 ま た Kath5vatthu （論事 ） に お い て
， 地 ・水 ・火 ・

　風 ・青 ・黄 ・赤 ・白が ま とめ て あ げ られ て い る （11）が
， 八遍 と八定 の 語は

　見 出され な い
。
Kv ．も Dhs ．と同様 に色定の 入定者 に 関わ る文書で あ る。

  論 と注 釈 書 との 中間 時代 ：蔵 外三 書 の Nettipak田・
apa （導論 ） に お い て は

　Nikaya 時代 と同様 な十遍 が あ る
（12）

。 八 遍 は 止 （samatha ）で あ り， 空 と識

　は観 （vipassan5 ）で あ る と説 明 され て い る 。

  注釈 書 時代 ：周 知 の よ うに Vis．の 元 で あ る Vimuttimagga（解脱 道 論 ） に

　三 十八行処（13）が あ る。

　 1）Vim．（
14）巻第三 に お い て Nikfiya時代に は dasa　kasipaが十遍 と訳 さ れ て

　　い るが 漢文の Vim ．に は十
一 切 入 とあ る 。 十

一
切 入 の 項 目は Nikfiya時代

　　の 十遍 と同様 で あ る
。

　 2）Vim （15）巻第五 に お い て 十
一 切 入 は 色

一
切入 と無色

一
切入 に 区分 され

　　た 。 無色一 切 入 に は 空一 切入 と識
一

切 入 が あ る 。 空
一

切 入 は 空処 で あ
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　　 り， 識
一
切入 は識処で ある （16）と説か れて い る

（t7）
。

　　　又
，
Vim ，の 三 十八行処（18）に は な い 光明一 切入 が 挿入 され ， 初め て 光

　　明一切入 が 説 か れ て い る。 また空一 切入 が 「虚 空の 色 を離れ る もの 」 と

　　
「虚空の 色 を離れ ざ る もの 」 の 二 種 に分 け られ て い る

。
地 ・水 ・火 ・風 ・

　　青 ・黄 ・ 赤 ・ 白 ・ 光明 ・ 「虚空の 色 を離れ ざる もの 」 空 ・「虚空 の 色を離

　　れ る も の 」 空 ・識一切 入 で あ る 。 合計す る と十ニ
ー切 入 に な る 。

　 3）Vis，の 十遍 は 以 前の 時代 の 空遍 ・識遍 が 光明遍 ・限定虚空遍に 換わ

　　 り， 初 め て 十遍 が地 ・水 ・火 ・風 ・青 ・黄 ・赤 ・白 ・光明 ・限定虚空遍

　 　 に な っ た 。

　 4 ）Vis．以外の 注釈書 は NikEya 時代 と同様 な十遍 の 項 目が見 出 され て い

　　るが
，
Vis．の よ うに 十遍の 項目 は見 出され な い

。 但 し， 光 明 遍 と言 う語

　　は単独 で 多数 見出 され る 。

  綱 要 書 及 び 復 注 釈 時 代 ： 十 遍 の 全 て が Vis．と 同 様 で あ る が
，

Abhidh  mattha −sahg 曲 a （19）
（摂阿毘達磨義論）で は 限定虚空遍 が先に な り，

　光明遍 が後 に な り， 順序が 入 れ替わ っ て い る 。

4 ． 光明 の修行法 の 展開

　「3 ．光 明遍 の 歴史 的経緯 」 で 光 明遍が 注釈書 時代 に 挿入 さ れ た こ とが 分

か っ た 。 光 明遍 の 初 出 が こ の 時代 の Vim．で あ る
。
　 Vim，の 著 者 （Upatissa）

が 光明遍 を著者 の 独 自な修行 法 として 著 わせ ば ，
Vis．が 光明遍 を転 借 して

，

新 た に 十遍 を構造 す る必要が ない し， また， ア バ ヤ ギ リ派 に 対立 す る マ ハ
ー

ヴ ィ ハ
ー

ラ派が 認 め る はずが ない と考 え られ る 。
い ずれ に して も，

そ れ以前

に は 十遍に 含まれ て い なか っ た 「光明遍」 が， なぜ 注釈書時代 に至 っ て編 入

され たの で あ ろ うか 。
こ こ で は こ れ を探 っ て み た い

。

　 光 明 に 関 わ る 修 行 法 と し て 光 明 想 （aloka。safir｝a） と光 明 遍 満 （田oka −

pharagtatE）が 見 出され る
。

　光 明想 に 関 して は
，
Nikaya 時代か ら見出 され る 。 光明 想 を修習す れ ば智

見 （i知adassana ）が獲得で き る と以下 の よ うに 説か れ て い る 。
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Puna 　ca 　para甲 bhante 詛okasa 而 a甲 manasikaroti
，
　div五sa而 aIp　adhi ！！h瓦ti： yath五

div巨 tath巨 rattirp
，
　yath五 rattirp　tath5　div5．　Iti　viva1ena 　cetas5 　apariyonaddhena

sappabhEsafp 　cittatp　bh5veti．　Idarp　bhante　anussati 些婁hliriarp　evarll 　bh五vitarp 　evalp

bahulikatarli　fiapadassanapa！i15bh…iya　sarpvattati
〔20）

又 さ らに 尊師 よ 。 光明想 を作意 し， 日想 を執持 し，
「昼 は 夜 と同 じ， 夜は

昼 と同 じ」 か く纏蓋無き開 い た心 に よ っ て ， 心 に 光輝 を させ る 。 尊師よ，

こ の 随念 の 状態 は こ の よ うに 修 し，
こ の よ うに 多修 した 者 は 智見 の 獲得 に

導 く。

　但 し， 経論 時代 の Pts．に は 「光 明 想 の 力 に よ る心 の
一

境性 が 無散乱 に し

て ， 寂止 力 で あ る 」 が加 え られて い る （21）
。 さ らに ，

「光 明 想 を修 習 す る と清

浄心 を得て， 天 眼 に よ っ て　有情の 死 生智が獲得で き る」
〔22）とあ る よ うに 光

明 想 か ら獲得 で き るの 智見 が 天 眼 に 変わ る 。 その 後 の 論 と論 と注 釈書 の 中間

時代 は 光 明遍 の 修行法 が見 出 され ない
。

　上記 の 注釈書以．前の．暁代の修行法と 「2 ．光明 の 概要 」 か らの注絮晝豊代

Q 修行法 を比較す れ ば ， π貝想を執持並」一．とは取担の1麺 の段 階で ， π纏蓋無

豊開鎗左心蕉よユ 急 ＿心に光輝をさ，せる．ま．，とは近行定 を得 て 似相が 現騒 段

階 と考 え られ る 。
こ の 点を見れ ば ， 光明 想 と光 明遍 は同様 な修行法 と判断で

き る 。

　さ らに
， 光 明想 の 功徳 は 以下 の よ うな説 明文が Nikfiya時代 の 経典 に も多

数見出せ る。

Thinamiddharp　pahAya　vigata −thina−middho 　viharati
， 盃lokasafifii　sato 　sampajano

thina−middhficittaip 　parisodheti．
（23》

棔沈 と睡眠 とを捨て て ，悟沈 と睡 眠 との 離脱に 住 し， 光明 想 を正念正智に

す る者 は悟沈 と睡 眠か ら 〔離 れ て 〕心 を浄化す る 。

vim，も vis．で も光明遍に は 同様な功徳が あ る とされ る 。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Society for the Study of Pali and Buddhist Culture

NII-Electronic Library Service

Soolety 　for 　the 　Study 　of 　Pall 　and 　Buddhlst 　Culture

パ ーリ仏教に お ける光 明遍 甸 oka −kasipu）業処 につ い て 45

1 ）Vim．　（
24）に お ける 光明一 切入 の 功 徳 は 「一 切 入 に お い て 心 に 随う。 浄解

脱 を得 る 。 懈 怠 と眠 を伏 し。 闇を除 く。 明 か りを作す 。 天 眼 を起 こ し得

る一。 光明一切 入を修す 。 処 々光明 を見 る 。 余 りの 功徳は地一 切入 に説 く所

の 如 し」 と説 か れ て い る 。

2 ）Vis．の 第 5 品（25＞に は Vim．の よ うに 光明 遍 に よ っ て 以 下 の よ うな 力 （功

徳）が 得 られ る こ とが 説か れ て い る。

Elokakasipavasena　sappabh 巨nipanimm 五na 甲 thinamiddhassa 　dUrabh5vakarana甲

andhak 且ravidhamana 甲 dibbena　cakkhun 巨 nipadassanattha 叩 filokakaranarp　ti

evarn 　adinijjhanti．

光明遍 に よ っ て
， 輝 く色の 化作す る こ と

， 棔沈 ・睡眠 を遠 ざけ る こ と
， 暗

黒 を 除滅す る こ と と天 眼 を以 っ て 　見 る た め に 　光明 を作 る こ と　 こ の 様

な こ とが 出来 る 。

3 ）Vim．と Vis．以外の 他 の 注釈書 は光明 想の 修行法が Nikiya 時代 と同様 で
，

｛昏沈 と睡眠 とよ り離れ て 心 を 浄化 す る の が 共通点 で あ る 。 又 ， 天眼智 に 関

　して ， 光明想 に よ っ て 天 眼 を生 じ る事 も説か れ て い る
。

さ らに PlsA．（26＞に

お い て ， 天 眼 に関 す る修行法 が あ り， 長文 なの で 要約す る と 「光明想を行

　うこ とに 対す る解釈 は 光明を 増大 して ， 天眼 を生 じ ，
そ れ が 光明遍 の 第四

禅 に よ っ て 生 じ た もの で あ る 」 とな る 。

一 方 ， 光明遍 は Vis．を引用 して
，

同様な 内容が 書か れて い る 。 修習で 獲得で き る功徳 に も光 明想 と光明遍 は

同様で あ る こ とが 分か る 。

　
一 方光 明遍満 に 関 して は Nikfiyaと経論の 時代 は五 正 定支 （27）〔paficafigiko

sammasamfidhi ）の
一

つ と して 光明遍満が 説か れ て い る（28）が ， そ の 特徴や

修 行法 な どは 説 か れ て い な い
。 論の 時代に 光 明 遍満（29）は 「天 眼 が 光明 遍

満 な り」 又 ， 論 と注 釈 書 との 中間時代 の Net．に お い て は
「
光 明 遍満が 観

で ある 」
（30）

とい う説 明 が加 え られ る 。 注釈書 と復注釈書時代 も論の 時代 と

同様で あ る 。 光明 遍満 に 関わ る資料が 少な い た め に 光明遍満 が
、 如何な る
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修行法で あ るか の 解明は 他 の 資料 を加 え る必要が ある 。

　注釈書 の 時代 の 後 に 光明遍 満 の か わ りに 「光明 を 増大 す る （alokarp

vaddheti ）」 と 「光明 を 把持す る （…ilokopariggaheti）」 と言 う語 が 多数 見 出

され て い る 。
こ の 語 は Vis．の タ イ語訳

（31）に は 「光明遍 を作 す 」 と訳 され

て い る 。
Vis．と他の 注釈書 もこ れ に よ っ て ， 天 眼 に 関わ る こ とが分か る 。

5 ． 光明遍が挿入 された理由

　以上 の 光明 の 修行 の 展開 を見れ ば， 光明の 修行は 天 眼に 関わ る こ とが分か

る 。 又 ，Vim．に よ れ ば 「九行処 は 神通 の 縁為 り，〔二 の 〕無 色
一

切 入 を除 き，

八 の
一

切 入， 及 び分別 虚空 一
切 入為 り。 余 りの 三 十行 は ， 神通 の 縁を 成ぜ

ず 。 」 と説か れ て い る 。 それ と同様に
，
Vis．も 「十遍 と も諸神通の 〔縁 とな

る〕」 と見出せ る 。 それ に よ っ て 十遍が神通 に 関わ りの 深 い 修 行法で あ る こ

とが よ く分 か り， 光明遍 は 神通力 を得 られ るの た め に
， 十遍 に 挿入 され た と

考え られ る。
Vim ．も Vis．も五 神通 （神変通 ・天 耳通 ・他心 智通 ・宿住随念

智通 ・死生 智通）の 修行法が 説か れ て い るが ， 各々 の 遍 に よ っ て ，得 られ る

神通力が 異 な る 。 特 に他心 智通 ・死生 智通を獲得す るに は光明 の修行 をす る

必 要が あ る 。 その 事に 関 して Vim ．と Vis．の 神通の 修行は 以下の よ うで あ る 。

　  vim ．（32）：

　 ●他心 智 ：修行者 は光一 切入 を修習 し ， 第四禅 の 自在 を得 て
， 先ず 自分 の

心 に 光 を 以 て 身 を 満 た す 。 天眼 を 以 て
， 自ら の 心意色の 変化 の

一 切 を 知 る よ

うに修 習す る 。 次 に他人 の 身 に も光を満 して
， 他 人の 心意識 の 変化 を分別 し

て 観 る 。 他心智 を起 こ し， 心事 を取 る 。

　● 死 生 智 ：修行者 は光明 を色の 九
一

切 入 の 何 れか と起 こ し
，

又 は光明一 切

入 を起 こ し， 清 白の 不動 な 光一切 入 （似相 ）に 至 る 。 第四 禅 に 入 り光明想 を

作意 し受持す る 。 光明 を以て 内に満 た して 色形 を作意す る 。
つ ま り智を以 て

内に光 明 の 色 を見 る こ とを天 眼 と言 う 。 天 眼 を 以て
一

切 の 衆生 を見 る 。

  Vis∫3ユ〕：

　 ● 他 心 智 通 （cetopariyafiErpa ） は 光 明 を増 大 し天 眼 を 以 っ て 他 人 の 心 の 付
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近 に存在す る血液 の 色 を見 る こ とに よ っ て その 欲 ・色 ・無色界 の 諸有情の 心

を知 る
。

　 ● 死生智通 （cuttipapatafi ｛ipa：天 眼 とも言 う） 光明 の 把持 に よ っ て ， 修 し

て 常 人 を超 え た 清浄 な 天 眼が 生 じる 。 天 眼 を以 っ て ， 有情の 死 ・再生 す る

に
， その 業に 随 っ て 何 の 界に生 まれ る な どを見 る こ とがで き る 。

　他心 智通 と死生智通 に は天 眼 を修 習す る の た め に ， Vim ．で は 光一 切入 が

必 要で あ る と説 か れ い る。 それ が
， 光明 を他の 九の 色

一
切入 の 第四禅 を 自在

に修習す る か
， 光明一 切入 を第四 禅の 自在 の 修 習に よ っ て ， 生 じ る もの で あ

る 。
つ ま り， 第四禅 に 光 明

一
切 入 の 自在 を修 習す る と考え られ る

。

一 方 Vis．

も光 明 を把持 に よ っ て ，天 眼が 生 じ る。 さ らに 天 眼 を持 っ て 見 るの に
， そ の

とこ ろ に 光明 を増大 す る修習を しな けれ ば な らな い
。

っ ま り， 光明遍 を修習

す る こ と と考 え られ る 。

　 と こ ろ で
，
VisT．で は 「十力 （釈 尊）が 十遍処 を説 か れ て い る が

，
パ ー

リ（34）（三 蔵）で は
， 色遍の 所 縁が 八 っ （八 遍 ）の形 に あ る （ま とま る）。 （釈

尊の ）説法で は
， 白遍 の （説法 の ）中で 光明 遍が ， 空遍 の （説法 の ）中で 限

定虚空遍 が説 か れ た
。 」 と説か れ て い る 。

　又 ，
Vis．も他 の 注釈書 に も火遍 の 第四禅 も 白遍 の 第四 禅 も光明 を作 す こ と

が 出来 る が， 火遍 ・白遍 よ り光 明 遍 の 方 が 優 れ た もの で あ る と説 か れ て い

る 。
こ の 点 に 関 して

， その 火遍 ・白遍 の 要 素 に 光明 が あ る が， 結局 Vim．と

同様で
， 火遍 ・白遍 か ら得 た光 明 を さ らに ， 修習 しな けれ ば な ら な い の で あ

る。
つ ま り， 最後 に 光明遍 に切 り替えて 修習 す るの で あ る 。

　MN ．（
3　s−　）

に よれ ば， 世尊 が 阿那律 に 「
も し我 が 少三 味の 時に 我 に 少眼が あ

り， 故 に我 は 少光明 を想念 して
， 少色を見 る 。 而 も ， も し我 が 不 少 三 昧 の 時

に 我 に 無 量 眼 が あ り， 故 に 我 は 無量 の 光 明 を想 念 して ， 無量 の 色 を見 る 。 」

と説 かれ た よ うに 「光 明の 修行」 が
，

「
色を見 る」 に 関連す る こ とが分か る 。

　上記 の よ うに 五 神通の 中の 他心智通 と死生智通 を獲得す る た め に は
， 光 明

の 修 行 が 必 要 で あ る 。 そ の た め に
，
Vim ．も Vis．も光 明遍 を 挿入 した と しか

考 え られ な い
。
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　また
，
Vis．（36）が 「心

一 境性 が 定で あ る 」 と説 か れ て い る よ うに 「光明想」

も 「光明遍満」 も 「光明を増大す る 」 も 「光明 を把持す る」 も同 じよ うに 光

明 を所 縁 （drammapa ） と して 修 習す る修 行法 で あ る こ と， 又 ， 天 眼が 獲得

で き る修行法を見 れ ば，光 明遍 と同
一

な修行法 に な る 。

6 ． 結　　論

1 ）光明 に 関わ る修行法 は 注釈書時代以 前 に 光明遍 とい う修行法 が な い が
，

光明想 と光明遍満 とい う修行法 と して 見 出せ る 。 注 釈書時代 か ら ，

「光明

を増大す る」 と 「光明を把持す る 」 とは 光明遍 と同一 な修行法で あ る 。

2 ）
「 3 ． 光明遍 の 歴史的経緯」 の よ うに漢訳文献の Vim．に 光明

一切入 と し

て 見出だ されて い る が， パ ー リ語文献に お け る 初 出 は Vis．で あ るが ， 他

の 注釈書 は 十遍処 と して の 光 明遍 は な い が
，

そ の後 の 時代は Vis．を 引 き

続 き光明遍 が 十遍 の 中の 修行法 と して 伝 え られ て 来た 。

3 ）Vim ．と Vis．が 光明遍を十遍 に 挿入 した理 由は ， 他心 智 通 と死 生 智通 を

得 るた め の 修行法 とした ため で あ る 。

4 ）Abhs．は 光明遍 と虚空遍 の 順序 を 入れ 替 え て ，光明遍 を最後 に持 っ て きた

　の は
， 光 明遍 を修習して 天眼智 に 関連す る こ とと天 眼 に よ っ て 漏尽通 に つ

　な が る こ とが 出来る 。
い わ ば最高 の 智慧 に 近 い もの で あ っ て ，

こ れが虚空 遍

の後 に あ る の で は落 ち着 きが 悪 い とい う判 断が な され た もの と思 わ れ る 。
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1982年）pp，127− 140

。
　Ratana

，
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−
tda 　Buddhisnt，　Tokyo，200且．

（2） Vim ．と VA ．，　 SA ．，　 VibhA，，　 SnA ．，　 DhsA ．は三
一1’八 業処 （行処 とな る ）が見 出 さ

　 れ る。

  Vim ．に お い て は三 角形 も四 角形 も出来 る が
， 円形 の ほ うが 優れ た も の と説か れ

　 て い る
。

（4） 諸蓋 と は 五 蓋 で あ り， ま た は 心 を 覆 う五 種 の 煩 悩 を 言 う。 即 ち ， 貪 欲 蓋

　（k護macchandanivarapa ）， 瞋恚蓋 （vyfipsda 　nlvarapa ）僭沈目1［EU民蓋 （thinamiddanivarapa），

　掉挙悪 作蓋 （uddhacca −kukkuccanivarapa），疑蓋 （vicikicchEinivaraOa ）の 五 つ を言 う 。

（5） 転 向 ・入定 ・在定 ・出定 ・観 察 で ある 。

『南伝 』 第62 巻 ，pp．306−308を 参照。

（6） 水野弘元 『パ ー
リ仏教を中心 と した 仏教の 心識論』 （II亅喜房佛書林， 1964年）pp．

　 17−40。

（7） DN ．1−3，IH−268，290；MN ．　H−14£ ；AN ．1−4　1　f，　，　VL45−47，
60．；J．1−303．
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（8）　MNd ．　p．且43；P些s．　p．6，
28

，
95

，
且36，

（9） P！s，p．49．但 し，　 p．143fに お い て は種々 の遍の 名 を挙げて ，八 に数 える部分 もあ

　 る 。

（10）　Dhs ．　p．42．

矼1）　Kv．　p．197f．， 200f．

a2）　Net．　P．89．

a3） 十
一
切入 ・十不浄想 ・十念 ・四無量心 ・観四 大 ・食不浄想 ・無所有処 ・非非想 処

　で あ る 。

凹　大正三 十二 巻， p，411．

  　同書，PP，418−424．

a6） 空 処は空無辺処で あ り，識処 は 識無辺 処で あ る 。

  　空処 と識処 と起して い る所 もあ りなが ら， 四無色に 摂る行処の 答 え は 空
一

切入 ・

　識
一

切 ・無処 有処 ・非非想処の よ うな二 無 色
一切入 として も記 して い る 。

as） vim ．は 業処の 代わ りに 行処 と漢訳 して い る 。

（19）　Abhs ．　p．62．

  　AN ，　III−323 （南伝 20
，
　 P．60），

  　P些s，p，97f 亘lokasafifi五vasena 　cittas
’

ekaggat 蚕　avikkhepo 　samadhabal 　arp

幽　　ibid．　p，114£

  　DN ．1・71 （南伝 6，　 P．107）．

  　大 正三十二 巻， p．423f

  　Vis．（PTS 版 ，
　 p」 76，　 HOS 版，　 p．　129）（南伝 62，　 p．349）

  　PtsA．1。376f

  五 正 定 支 は 喜 遍 満 （piti　phara［EatE）， 楽 遍 満 （sukha 　phararlata）， 心 遍 満 （ceto

　phara［tat5），光明遍 満，相観 察 （paccavekkhana・nimitta 叩）で ある 。

圏　　DN ．　IH・277 £

29）　Vibh．　p，334．

  　　Net．　P．89．

  　Mahmakut 　Buddhist　University（tr｝：Visuddhintagga，
3parts．　in　6Vols．

，
　Bangkok ，1955（5ih

　 edition）

　　Bhumibalo 　Bhikkhu 　Foundation （tr）： Visuddhitnagga，3parts．　in　6Vols．，　Bangkok ，1994−

　 1955．

働　大正三 十二 巻
， pp．44且一445．

  　vis．（PTs 版，
　 pp．409

−423
，
　 Hos 版，　 pp．344

−357）（南伝63
，
　 pp．373

−398）

Gの　Pls．　P．49．

C35　MN ．　Hl−16且f

B  Vis．（PTS 版，　 p．84，　 HOS 版，　 p，68） （南伝 63，　 p，172）
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図 A 　遍処の 時代表

Nik盃ya 経と論との 中間時代 阿毘達磨 論 と注釈書

十遍 十遍 八 定 八 遍 十遍 止 観

地遍 地遍 地遍 地 遍 地遍 地遍 一

水遍 水遍 水遍 水遍 水遍 水遍 一

火遍 火遍 火遍 火遍 火遍 火遍 一

風遍 風遍 風遍 風遍 風遍 風遍 一

青遍 青遍 青遍 青遍 青遍 青遍 一

萸遍 黄遍 黄遍 黄遍 黄遍 黄遍
一

赤遍 赤遍 赤遍 赤遍 赤遍 赤遍 一

白遍 白遍 ．白遍 白遍 白遍 白遍 一

一 一 一 一 　

空 遍 空遍 空遍 空遍

識遍 識遍 識遍 識遍

注釈書 復注釈書

Vimut 旺magga Visuddhimagga 他の 注釈 Abhs 他の 復注釈

十
一

切入 色一切入 無色
一
切入 十

一
切 入解釈 十遍 十遍 十遍 十遍

地一切入 地
一

切 入 一
地
一

切 入 地 遍 地遍 地 遍 地遍

水一切入 水一切入 　
水
一

切入 水遍 水遍 水遍 水遍

火
一

切 入 火一切入
一

火一切入 火遍 火遍 火 遍 火遍

風一切入 風
一

切入
一

風一切入 風遍 風遍 風 遍 風遍

青一切 入 青一
切入 一 青一

切 入 青遍 青遍 青遍 青遍

黄
一

切入 黄一切入 『
黄
一

切入 黄遍 黄遍 黄遍 黄遍

赤
一

切 入 赤一切 入 一
赤一切入 赤遍 赤遍 赤遍 赤遍

白一切 入 白一
切入

　
白一切入 白遍 白遍 白遍 白遍

　 一 　
：光明

藁 切入 光明邇
つ
露

一
限定虚空遍 1光明週

空 一切入

分別虚空
一

切 入

一

空一切入

色空；虚空
一
切入

限定虚空遍
空遍

光明避 限定虚空遍

無嘘 雛 …離色塗 ：

識一切入 無辺識定匸
ゴ
　識 懸壌入 。 ∴識遍

四無色

ill趨 無灘鰍 i嚢i
識無達拠

一

無所有処

悲想非非想処

光 明遍

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


